











































































回 テーマ 授業形態 担当
1 オリエ~T-~ョン 構. 科目担当教員緩和ケアの歴史と現状
2 緩和ケアにおける宥鐙介入{概要) 議事量 科目担当教員
3 緩和ケアにおける宥腹介入(臨終時の 講議 科目担当教員
ケア) 視聴覚教材使用
4 全人的ケア(身体的ケア) 講‘ 科目担当教員










10 肝臓がん事例の宥霞過程の展開① 講韓 科目担当教員
グループワ-'7
1 肝践がん事例の看磁過程の展開② 論議 科目担当教員
グループワーク





グループワーク14 と死 発表会 科目担当教員
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